
出所：厚生労働省（平成28年3月）



参考：政策評価体系とPDCA
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政策評価のポイント

成果＝結果で評価する

政策・事業を適宜見直す⇒政策の誤り・試行錯誤を認める

進捗管理＝フォローアップする

⇒経済学では「当然視」＝仮定されている意思決定プロセス
を「制度的」に担保する

出所：総務省資料



経済・財政と暮らしの指標「見える化」データ集

経済財政や暮らしに関わる約130項目の統計データ等を「都道府県別または、市区町村別」かつ「時系列（1975～2015年
のうち可能な限り広く）」に収集・整理

 都道府県別データ
地方財政分野 社会保障分野 社会基盤分野、文教分野 暮らしの指標 人口指標、経済指標

 市区町村別データ
地方財政分野 社会保障分野 社会基盤分野、文教分野 暮らしの指標 人口指標、経済指標

次のステップは？

• 成果＝データを分析する

成果の決定要因は？⇒仮説・モデルによる検証

成果の普遍性・頑健性の検証⇒個別（特殊）要因と一般（構造）要因の識別

• 見える化＝データの共有⇒広くアイディアを募る

課題・仮説の発見

学術研究＝データ分析の方法論と政策研究＝課題解決の融合



参考：分析例

因果関係が明らかで
はない

⇒仮説・モデルに基
づく検証が必要



見える化の分析

 民間委託・ICT化（業務改革）の効果
 公会計・地方公営事業会計改革のよるコスト意識の喚起

 公営企業・特別会計（国民健康保険等）への法定外繰入金
による「予算のソフト化」

 自治体間の広域連携・ネットワーク化
 コンパクトシティ化（公共施設の再編成）の効果

検証する政策課題（例）

itititiit Xzy εγβα +++=

政策の効果
・住民一人あたりコスト
・雇用・失業率等

政策
・民間委託・広域化等

政策効果

地域属性・モデル構造
・「見える化データ集」等の活用

計量分析のテク
・系列相関
・不均一分散
・内生性バイアス

仮説・モデルの設定

実証分析
・DID
・パネル分析等

学術研究の蓄積




